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(57)【要約】
【課題】効果的な照明を行うことができ、また押圧式電
子部品の押圧操作をスムーズに行うこともできる照明機
能付き電子部品を提供すること。
【解決手段】発光素子１７３－２と、フレキシブル回路
基板からなりその上に発光素子１７３－２を設置する発
光素子設置用回路基板２５０－２と、発光素子１７３－
２を設置した発光素子設置用回路基板２５０－２を収納
するケース１５０－２と、一端をケース１５０－２の外
部に突出し且つ他端をケース１５０－２内の底面に露出
させた状態でケース１５０－２に取り付けられる端子１
８１－２とを具備する照明機能付き電子部品１－２であ
る。発光素子設置用回路基板２５０－２の発光素子１７
３－２を設置した部分から引き出した部分に端子接続パ
ターン２５３－２を形成する。端子接続パターン２５３
－２とケース１５０－２の底面に露出させた端子１８１
－２の露出面とを接続して導通させる。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を備えた照明機能付き電子部品において、
　フレキシブル回路基板からなりその上に前記発光素子を設置する発光素子設置用回路基
板と、
　前記発光素子を設置した発光素子設置用回路基板を収納するケースと、
　一端を前記ケースの外部に突出し、他端を前記ケース内の底面に露出させた状態で、前
記ケースに取り付けられる端子と、
　を具備し、
　前記発光素子設置用回路基板の前記発光素子を設置した部分から引き出した部分に端子
接続パターンを形成し、当該端子接続パターンと前記ケースの底面に露出させた端子の露
出面とを、接続して導通させたことを特徴とする照明機能付き電子部品。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明機能付き電子部品であって、
　前記発光素子設置用回路基板の端子接続パターンと、前記ケースの底面に露出させた端
子の露出面とは、前記発光素子設置用回路基板上に設置した弾性部材によって押圧するこ
とで接続されることを特徴とする照明機能付き電子部品。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の照明機能付き電子部品であって、
　前記ケース内の底面に押圧スイッチを設置し、
　この押圧スイッチを動作させる作動体を前記ケース内に上下動自在に収納し、
　前記発光素子設置用回路基板の前記発光素子を設置した部分は、前記作動体上に取り付
けられていることを特徴とする照明機能付き電子部品。
【請求項４】
　請求項３に記載の照明機能付き電子部品であって、
　透光性を有し、下面側に前記発光素子を収納する素子収納部を設けた導光部材と、
　前記導光部材の上方に上下動自在に設置されるシャフトと、
　を具備し、
　前記発光素子は、前記導光部材の素子収納部内に収納された状態で前記作動体上に取り
付けられ、前記シャフトは前記導光部材を介して前記作動体を動作させることを特徴とす
る照明機能付き電子部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明機能付き電子部品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、シャフトを回転することで回転式電子部品の検出出力を変化し、一方前記シャフ
トを回転軸方向に押圧することで押圧スイッチをオンオフする構造の押圧兼回転式電子部
品がある（例えば特許文献２）。そしてさらに前記押圧兼回転式電子部品のシャフトを照
明する発光素子を備えた照明機能付き押圧兼回転式電子部品も開発されている（例えば特
許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－３５３９７６号公報
【特許文献２】特開２００４－１７８９８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　特許文献１にかかる照明機能付き押圧兼回転式電子部品の場合、透明なシャフトの下端
面に対向する位置に発光素子を設置しているので、シャフトを効率的に照明することはで
きるが、その代りに押圧スイッチをシャフトの回転軸から離れた位置に設置する必要があ
る。このため電子部品の外径の小型化が阻害され、また押圧スイッチが１つの場合（特許
文献１の場合は２つの押圧スイッチでバランスを取っているが）、シャフトを押圧して押
圧スイッチをオンする際に、シャフトにはこれを傾かせる方向の力がかかり、操作感触が
良好とはいえなくなる恐れがあった。
【０００５】
　上記問題を解決するには、特許文献２に示すように、シャフトの真下に押圧スイッチを
設置すればよい。しかしながらこの場合は、逆に発光素子をシャフトの真下に設置できな
くなるので、シャフトの効率的な照明が阻害されるという問題があった。
【０００６】
　本発明は上述の点に鑑みてなされたものでありその目的は、効果的な照明を行うことが
でき、また押圧式電子部品の押圧操作をスムーズに行うこともできる照明機能付き電子部
品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明にかかる照明機能付き電子部品は、発光素子を備えた照明機能付き電子部品にお
いて、フレキシブル回路基板からなりその上に前記発光素子を設置する発光素子設置用回
路基板と、前記発光素子を設置した発光素子設置用回路基板を収納するケースと、一端を
前記ケースの外部に突出し、他端を前記ケース内の底面に露出させた状態で、前記ケース
に取り付けられる端子と、を具備し、前記発光素子設置用回路基板の前記発光素子を設置
した部分から引き出した部分に端子接続パターンを形成し、当該端子接続パターンと前記
ケースの底面に露出させた端子の露出面とを、接続して導通させたことを特徴としている
。
　発光素子設置用回路基板の端子接続パターンを、直接、端子の露出面に接続して導通さ
せたので、簡単な構造で確実に、発光素子と端子間を導通させることができる。
【０００８】
　また本発明は、上記照明機能付き電子部品であって、前記発光素子設置用回路基板の端
子接続パターンと、前記ケースの底面に露出させた端子の露出面とは、前記発光素子設置
用回路基板上に設置した弾性部材によって押圧することで接続されることを特徴としてい
る。
【０００９】
　また本発明は、上記照明機能付き電子部品であって、前記ケース内の底面に押圧スイッ
チを設置し、この押圧スイッチを動作させる作動体を前記ケース内に上下動自在に収納し
、前記発光素子設置用回路基板の前記発光素子を設置した部分は、前記作動体上に取り付
けられていることを特徴としている。
　これによって、ケース内に押圧スイッチと作動体とをコンパクトに収納することができ
る。
【００１０】
　また本発明は、上記照明機能付き電子部品であって、透光性を有し、下面側に前記発光
素子を収納する素子収納部を設けた導光部材と、前記導光部材の上方に上下動自在に設置
されるシャフトと、を具備し、前記発光素子は、前記導光部材の素子収納部内に収納され
た状態で前記作動体上に取り付けられ、前記シャフトは前記導光部材を介して前記作動体
を動作させることを特徴としている。
　導光部材を設けることで、発光素子が発光した光を、確実にシャフト側に導くことがで
きる。また導光部材に設けた素子収納部内に発光素子を収納するので、シャフトによる押
圧スイッチの押圧によって発光素子が破壊されることはなく、同時に高さ方向の小型化も
図ることができる。
　また、導光部材と発光素子と作動体とを一体化（ユニット化）することができ、この照
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明機能付き電子部品の組み立てをより容易に行うことができる。
　また、シャフトの下方に作動体を介して押圧スイッチを設置するので、シャフトの押圧
による押圧式電子部品の押圧操作もスムーズに行うことができる。さらに作動体上のシャ
フトの真下に発光素子を設置したので、発光素子によるシャフトの効果的な照明を行うこ
とができる。また発光素子と押圧スイッチは上下に配置されるので、発光素子を設置して
もこの発光素子によって押圧スイッチの設置スペースが制限されることはない。従って押
圧スイッチに反転板を用いても、この反転板は従来と同等の大きさのもの等を容易に使用
できる。このためシャフトの押圧動作ストロークや押圧力の変更が容易に行える。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、効果的な照明を行うことができ、また押圧式電子部品の押圧操作をス
ムーズに行うこともできる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】照明機能付き押圧兼回転式電子部品１の斜視図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】照明機能付き押圧兼回転式電子部品１の分解斜視図である。
【図４】シャフト５０を下側から見た斜視図である。
【図５】回転体７０を下側から見た斜視図である。
【図６】第２フレキシブル回路基板１２１と端子１３１とを示す斜視図である。
【図７】作動体１９０を下側から見た斜視図である。
【図８】第１ケース１５０に作動体１９０等を収納する組立方法説明図である。
【図９】第１ケース本体１５１と第１フレキシブル回路基板１６１と端子１８１とを分解
して示す斜視図である。
【図１０】照明機能付き押圧兼回転式電子部品１－２の斜視図である。
【図１１】図１０のＢ－Ｂ断面図である。
【図１２】照明機能付き押圧兼回転式電子部品１－２の分解斜視図である。
【図１３】シャフト５０－２を下側から見た斜視図である。
【図１４】ケース１５０－２を別の角度から見た斜視図である。
【図１５】組立体２４０－２の分解斜視図である。
【図１６】組立体２４０－２を下面側から見た分解斜視図である。
【図１７】照明機能付き押圧兼回転式電子部品１－３の断面図である。
【図１８】組立体２４０－３の斜視図である。
【図１９】組立体２４０－３の分解斜視図である。
【図２０】組立体２４０－３を下面側から見た分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して詳細に説明する。図１は本発明の一実施形態
にかかる照明機能付き押圧兼回転式電子部品（以下単に「電子部品」という）１の斜視図
、図２はその断面図（図１のＡ－Ａ断面図）、図３は分解斜視図、図４はシャフト５０を
下側から見た斜視図、図５は回転体７０を下側から見た斜視図である。なお以下の説明に
おいて、「上」とは下記する押圧スイッチ１７１からシャフト５０を見る方向をいい、「
下」とはその反対方向をいうものとする（下記する他の実施形態についても同じ）。
【００１４】
　図２，図３に示すように電子部品１は、ケース（以下「第１ケース」という）１５０の
上に、回転式電子部品用の摺接パターン１２７を設けたケース（以下「第２ケース」とい
う）１１０と、摺動子９０を取り付けた回転体７０と、シャフト５０と、クリックバネ３
０を取り付けたカバー１０とを設置して構成されている。なお第１ケース１５０内には、
押圧スイッチ７１と発光素子１７３が設置され、さらに作動体１９０と覆い部材２２０が
収納されている。



(5) JP 2018-139228 A 2018.9.6

10

20

30

40

50

【００１５】
　カバー１０は、金属板を略矩形状に形成した上面部１１と、上面部１１の対向する一対
の外周側辺から下方に折り曲げられた一対の側壁部１３，１３とを具備して構成されてい
る。上面部１１の中央には、上方向に突出する筒状の軸支部１５が設けられている。軸支
部１５の内径寸法は下記するシャフト５０の外径寸法と略同一である。上面部１１の各角
部近傍には、小孔からなる係止部１７が形成され、また側壁部１３を設けていない対向す
る一対の外周辺のそれぞれ中央近傍には、小孔からなる係合部１９が形成されている。一
方、側壁部１３の下端辺中央からは、他の部材（例えば主回路基板）への取付用の舌片状
の取付部２１が突設されている。また側壁部１３の下端辺の前記取付部２１の両側からは
舌片状の係止部２３が突設されている。
【００１６】
　クリックバネ３０は、弾性金属板をリング状に形成し、１８０°対向する外周辺から略
矩形状の一対の取付部３１を突出して構成されている。両取付部３１中には、上方向に突
出するように根元部分が屈曲する係止片３３が設けられている。また両取付部３１間を連
結する円弧状部分は一対のアーム部３５，３５となっており、それらの中央は下方向に突
出するように屈曲する弾接部３７となっている。
【００１７】
　図４はシャフト５０を下面側から見た斜視図である。シャフト５０は透明又は半透明な
合成樹脂の成形品であり、同図及び図１～図３に示すように、略円形の柱状に形成されて
いる。即ち、柱状のシャフト５０の材質自体を透明又は半透明とすることで、シャフト５
０全体を透光部としている。シャフト５０の上部には切欠き部５１を設けることで、その
先端を図示しないつまみに設けた挿入穴に挿入・嵌合できるようになっている。シャフト
５０の下部外周にはつば部５３が設けられている。シャフト５０の下端面中央からは押圧
基部５５が突出し、またシャフト５０の下端面の押圧基部５５を挟んだ左右両側からは柱
状の突起からなる一対のガイド部５７，５７が突出している。押圧基部５５は円柱の左右
両側壁を円弧状に切欠いて凹部５９を形成した形状となっている。前記ガイド部５７は、
凹部５９に対向する位置に設けられている。言い換えれば、ガイド部５７をシャフト５０
の外径内に納まるように設けるため、凹部５９を設けている。押圧基部５５の下面中央に
は、凹状の素子収納部６１が設けられ、その周囲の突出部分の下面は一対の円弧形状の押
圧部６２，６２となっている。
【００１８】
　図５は回転体７０を下面側から見た斜視図である。回転体７０は合成樹脂の成形品であ
り、同図及び図１～図３に示すように、略円形の板状に形成されている。中央には前記シ
ャフト５０の押圧基部５５を挿通する挿通部７１が形成されている。挿通部７１の形状は
円の内周の左右両側部分を円弧状に内側に窪ませた形状となっており、前記押圧基部５５
を挿通できる寸法に形成されている。また挿通部７１の内周を円弧状に窪ませることで円
の内側に突出する部分には、それぞれ前記ガイド部５７を上下動自在にがたつきなく係合
するガイド部挿通部７３が設けられている。回転体７０の上面の周囲近傍には、多数の凹
凸からなる円弧状のクリック弾接部７５が設けられている。回転体７０の下面はリング形
状の摺動子取付面７７となっており、この摺動子取付面７７には３本の小突起からなる摺
動子取付部７９が形成されている。摺動子取付面７７の中央には、下方向に突出する筒状
の軸部８１が設けられている。軸部８１の外径寸法は下記する第２ケース１１０の回転体
軸支部１１５にがたつきなく回転自在に挿入される外径寸法となっている。
【００１９】
　摺動子９０は、弾性金属板をリング状に形成して構成されており、等間隔に設けた３つ
の基部９１から、それぞれ摺動子９０の外周に沿うように、円弧状に摺動冊子９３を突出
している。各摺動冊子９３の先端近傍には接点部９５が形成されている。一方、基部９１
には前記回転体７０に設けた各摺動子取付部７９を挿入する小穴からなる取付部９７が形
成されている。
【００２０】
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　第２ケース１１０は、合成樹脂製の第２ケース本体１１１内に、回転式電子部品用の第
２回路基板（以下「第２フレキシブル回路基板」という）１２１と複数本の端子１３１と
をインサート成形によって一体化して構成されている。図６は第２フレキシブル回路基板
１２１と端子１３１とを示す斜視図である。同図に示すように第２フレキシブル回路基板
１２１は、可撓性を有する合成樹脂フィルム１２３の中央に円形の貫通孔からなる挿通部
１２５を設け、またその上面の挿通部１２５の周囲にこれを囲むように略リング状の摺接
パターン（この例では３組のスイッチパターン）１２７を設けて構成されている。摺接パ
ターン１２７からは３つの引出部１２９が第２フレキシブル回路基板１２１の１外周辺に
引き出され、それらの上にそれぞれ端子１３１の一端が当接される。端子１３１は、細長
平板状の金属板で構成されている。そして前記第２ケース本体１１１の形状と同一形状の
キャビティーを有する金型内に、第２フレキシブル回路基板１２１と端子板１３１とを、
図６に示す状態でインサートし、前記キャビティー内に溶融成形樹脂を射出成形すること
で、第２ケース１１０を製造する。
【００２１】
　第２ケース本体１１１は矩形状であって、上面中央に円形の凹部からなる収納部１１３
を設けて構成されている。収納部１１３は前記回転体７０と摺動子９０を収納する寸法に
形成されており、収納部１１３の底面には前記第２フレキシブル回路基板１２１の摺接パ
ターン１２７が露出している。収納部１１３の底面中央には、円形の貫通孔からなる回転
体軸支部１１５が形成されている。回転体軸支部１１５は前記第２フレキシブル回路基板
１２１の挿通部１２５と略同一の内径寸法を有し、前記回転体７０の軸部８１をがたつき
なく回転自在に挿入する寸法に形成されている。また第２フレキシブル回路基板１２１と
端子１３１とを接合した部分の上下は第２ケース本体１１１が挟持することで固定される
。第２ケース本体１１１の外周側壁の上面の対向する一対の角部近傍には、小突起状のケ
ース係止部１１７が設けられている。第２ケース本体１１１の外周側壁の対向する一対の
上端辺中央には、前記クリックバネ３０の取付部３１を収納する浅い凹部１１９が形成さ
れている。
【００２２】
　図８は第１ケース１５０に作動体１９０と覆い部材２２０を収納する組立方法説明図で
ある。同図に示すように、第１ケース１５０は、合成樹脂製の第１ケース本体１５１内に
、押圧式電子部品用及び発光素子取付用の第１回路基板（以下「第１フレキシブル回路基
板」という）１６１と、端子１８１とをインサート成形によって一体化して構成されてい
る。図９は第１ケース本体１５１と第１フレキシブル回路基板１６１と端子１８１とを分
解して示す斜視図である（実際には一体成形なので分解はできない）。同図に示すように
第１フレキシブル回路基板１６１は、可撓性を有する合成樹脂フィルム１６３の略中央部
分にある連結部１６５によって、スイッチ形成部１６７と発光素子設置部１６９とを連結
し、スイッチ形成部１６７には押圧スイッチ１７１を、発光素子設置部１６９には発光素
子１７３を設置して構成されている。第１ケース本体１５１がインサート成形されるのは
、スイッチ形成部１６７の部分である。
【００２３】
　スイッチ形成部１６７は略矩形状であり、上面中央に押圧スイッチ１７１を設置してい
る。押圧スイッチ１７１は、スイッチ形成部１６７上に形成した図示しない一対の接点パ
ターン上に反転板（この例では可動接点板）１７１ａをテープＴによって貼り付けて構成
されている。押圧スイッチ１７１の周囲（下記する作動体１９０の一対の係止部１９７に
対向する位置）には、小孔からなる一対の被係止部１７５が形成されている。
【００２４】
　発光素子設置部１６９は、その先端近傍部分の下面（後で折り返すことで上面になる）
に発光素子１７３を取り付けて構成されている。発光素子設置部１６９の左右両側辺から
は２本ずつの突出部１７７を突出し、それらの先端近傍にそれぞれ取付孔１７９を設けて
いる。端子１８１は、細長平板状の金属板で構成されている。
【００２５】
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　そして図９に示すように第１フレキシブル回路基板１６１の外周の１辺に引き出した図
示しない複数の端子接続パターン上に各端子１８１の先端を当接したものを、前記第１ケ
ース本体１５１の形状と同一形状のキャビティーを有する金型内にインサートし、前記キ
ャビティー内に溶融成形樹脂を射出成型することで、図８に示す第１ケース１５０を製造
する。
【００２６】
　第１ケース本体１５１は矩形状であって、上面中央に矩形状の凹部からなる作動体収納
部１５３を設けて構成されている。作動体収納部１５３は下記する作動体１９０及び覆い
部材２２０を収納する寸法に形成されており、底面には前記第１フレキシブル回路基板１
６１のスイッチ形成部１６７が露出する。また第１ケース本体１５１の底面の前記第１フ
レキシブル回路基板１６１の各被係止部１７５に対向する位置には、被係止部１７５と同
一内径の小孔からなる被係止部１５５が形成されている。また第１フレキシブル回路基板
１６１と端子１８１とを接合した部分はその上下が第１ケース本体１５１によって挟持さ
れることで固定されている。また第１ケース本体１５１の外周側壁の内の発光素子設置部
１６９を突出する側の辺の中央には、切欠き部１５７が設けられている。そしてこの切欠
き部１５７を通して第１ケース１５０の外部に発光素子設置部１６９を突出している。ま
た第１ケース本体１５１の切欠き部１５７の両端部分の外周側壁の内側には、一対の覆い
部材挿入部１５９が形成されている。
【００２７】
　覆い部材２２０は合成樹脂を平板状に成形して構成されており、その両端は前記第１ケ
ース本体１５１の覆い部材挿入部１５９に挿入され、これによって切欠き部１５７を覆う
。覆い部材挿入部１５９に挿入されたときの覆い板２２０の上端辺の高さは、ケース本体
１５１の外周側壁の上端辺と略同一になる。
【００２８】
　図７は作動体１９０を下面側から見た斜視図である。同図及び図８等に示すように、作
動体１９０は合成樹脂の一体成形品であり、一対の基部１９１と、一対の基部１９１から
突出して基部１９１間を連結し且つその中間位置から一方の方向に突出する部分を有する
ヒンジ部１９３と、ヒンジ部１９３の前記中間突出部分の先端に接続される作動体本体部
１９５とを具備して構成されている。各基部１９１は、基部１９１の下面から突出して前
記第１ケース１５０の被係止部１７５，１５５に挿入・位置決めされる小突起からなる係
止部１９７と、この基部１９１上に発光素子設置部１６９を取り付けるためにその上面か
ら突出する小突起状の基板取付部１９９とを有している。ヒンジ部１９３はＴ字型薄板状
でその全体が上下方向に可撓性を有している。作動体本体部１９５は、その上面を前記発
光素子設置部１６９を設置する設置面２０１にすると共に、その下面に押圧スイッチ１７
１を押圧する押圧部２０３を設けて構成されている。設置面２０１の所定位置には、一対
の小突起状の基板取付部２０５が設けられている。
【００２９】
　次に電子部品１の組立方法を説明する。まず回転体７０の摺動子取付面７７に摺動子９
０を設置し、その際回転体７０の各摺動子取付部７９を摺動子９０の各取付部９７に挿入
し、各摺動子取付部７９の先端を熱カシメすることで回転体７０に摺動子９０を固定して
おく。
【００３０】
　次に図８において、作動体１９０をその基部１９１が第１ケース本体１５１側を向くよ
うに上下逆にして、発光素子設置部１６９の上面（発光素子１７３を設置した反対側の面
）に載置する。このとき、作動体１９０の各基板取付部１９９，２０５（４つ）を発光素
子設置部１６９の各取付孔１７９に挿入し、発光素子設置部１６９の下面側で各基板取付
部１９９，２０５の先端を熱カシメし、これによって作動体１９０を発光素子設置部１６
９に取り付ける。
【００３１】
　次に前記一体化した発光素子設置部１６９と作動体１９０とを、連結部１６５の部分を
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折り曲げることで、スイッチ形成部１６７の真上に位置するように折り返す。このとき作
動体１９０の係止部１９７を第１ケース１５０の被係止部１７５，１５５に挿入し、作動
体収納部１５３内での作動体１９０の位置決めを行う。即ちこれによって、作動体１９０
は、第１ケース１５０内でがたつかなくなる。そして第１ケース１５０の一対の覆い部材
挿入部１５９に覆い部材２２０の両端を挿入し、切欠き部１５７を塞ぐ。これによって図
２，図３に示すように、押圧スイッチ１７１の反転板１７１ａの中央に作動体１９０の押
圧部２０３が配置され、その上に発光素子１７３が配置される。
【００３２】
　次にカバー１０の上面部１１の下面にクリックバネ３０を配置し、クリックバネ３０の
各係止片３３をカバー１０の各係合部１９に係合し、これによってカバー１０にクリック
バネ３０を係止する。次にカバー１０の下面側からその軸支部１５内にシャフト５０を挿
入する。次にシャフト５０の下側に摺動子９０を取り付けた回転体７０を配置し、その際
、回転体７０の挿通部７１にシャフト５０の押圧基部５５を挿通し、同時に回転体７０の
一対のガイド部挿通部７３にシャフト５０の一対のガイド部５７を挿入する。このときク
リックバネ３０の両弾接部３７が回転体７０のクリック弾接部７５に弾接する。
【００３３】
　次に回転体７０等の下側に第２ケース１１０を配置して摺動子９０と回転体７０を第２
ケース１１０の収納部１１３内に収納する。このとき回転体７０の軸部８１が第２ケース
１１０の回転体軸支部１１５内に挿入されて軸支され、同時に摺動子９０の接点部９５が
第２フレキシブル回路基板１２１の摺接パターン１２７上に弾接する。またカバー１０の
対向する一対の係止部１７に第２ケース１１０の一対のケース係止部１１７が挿入されて
位置決めされ、同時にカバー１０の両側壁部１３，１３の間に第２ケース１１０が位置す
る。さらにこのとき、第２ケース１１０の凹部１１９内にクリックバネ３０の取付部３１
が収納される。
【００３４】
　次に第２ケース１１０の下側に前記作動体１９０等を収納した第１ケース１５０を配置
し、次に第１ケース１５０の両外側に位置するカバー１０の各係止部２３の先端部分を第
１ケース１５０の底面側に折り曲げて、第２ケース１１０と第１ケース１５０をカバー１
０と一体化する。これによって電子部品１が完成する。このとき図２に示すように、シャ
フト５０の押圧部６２は第１フレキシブル回路基板１６１の発光素子設置部１６９の上面
に当接し、発光素子１７３はシャフト５０の素子収納部６１内に位置している。なお上記
組立手順はその一例であり、他の各種異なる組立手順を用いて組み立てても良いことはい
うまでもない。
【００３５】
　そしてシャフト５０を回転すれば、これと一体に回転体７０及び摺動子９０が回転し、
摺動子９０の接点部９５が摺接パターン１２７上を摺動することで各端子１３１間のオン
オフ出力が変化する。
【００３６】
　一方シャフト５０をその回転軸方向（下方向）に押圧すれば、回転体７０に対してシャ
フト５０のみが下降し、その押圧部６２が発光素子設置部１６９の上から作動体本体部１
９５を押圧してこれを下降させ、その押圧部２０３が押圧スイッチ１７１の反転板１７１
ａを押圧してこれを反転し、押圧スイッチ１７１をオンする。前記シャフト５０への押圧
を解除すれば、反転板１７１ａの弾性復帰力によって、反転板１７１ａは元の形状に自動
復帰し、同時に押圧スイッチ１７０はオフし、シャフト５０は元の上昇位置に戻る。
【００３７】
　発光素子１７３を発光すると、その光はその真上及びその周囲を覆っている透明なシャ
フト５０内に導入され、シャフト５０の上部に向かって放射され、シャフト５０の上部を
明るく照らし出す。
【００３８】
　電子部品１においては、上述のように、回転体７０を上下動自在に貫通するシャフト５
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０によってこの回転体７０を回転するので、シャフト５０による回転式電子部品の回転操
作をスムーズに行うことができる。同時にシャフト５０の下方（この例の場合は真下）に
作動体１９０を介して押圧スイッチ１７１を設置したので、シャフト５０の押圧による押
圧式電子部品の押圧操作もスムーズに行うことができる。さらに作動体１９０上のシャフ
ト５０の真下に発光素子１７３を設置したので、発光素子１７３によるシャフト５０の効
果的な照明を行うことができる。発光素子１７３は、シャフト５０下端に設けた素子収納
部６１内に収納されるので、シャフト５０による押圧スイッチ１７１の押圧によって発光
素子１７３が破壊されることはなく、同時に高さ方向の小型化も図ることができる。また
発光素子１７３と押圧スイッチ１７１は上下に配置されるので、発光素子１７３を設置し
てもこの発光素子１７３によって押圧スイッチ１７１の設置スペースが小さくなることは
ない。従って押圧スイッチ１７１に反転板１７１ａを用いても、この反転板１７１ａは従
来と同等の大きさのものを容易に使用できる。このためシャフト５０の押圧動作ストロー
クや押圧力の変更が容易に行える。
【００３９】
　また電子部品１は、作動体１９０を収納する作動体収納部１５３を有する第１ケース１
５０を具備し、この作動体収納部１５３の底面に押圧スイッチ１７１を設置するので、第
１ケース１５０内に押圧スイッチ１７１と作動体１９０とをコンパクトに収納することが
できる。
【００４０】
　また作動体１９０は、第１ケース１５０の作動体収納部１５３内に取り付けられる基部
１９１と、基部１９１から突出する可撓性を有するヒンジ部１９３と、ヒンジ部１９３の
先端に接続され上面に発光素子１７３を載置すると共に下面に押圧部２０３を設けてなる
作動体本体部１９５と、を有して構成されているので、押圧部２０３を設ける作動体本体
部１９５の上下動は安定し、シャフト５０による押圧スイッチ１７１のオンオフ動作をよ
りスムーズに確実に行わせることができる。また作動体本体部１９５の上面に発光素子１
７３を載置するので、発光素子１７３の安定した保持が行える。
【００４１】
　また第１フレキシブル回路基板１６１のスイッチ形成部１６７を第１ケース１５０の作
動体収納部１５３の内底面に設置すると共に、この第１フレキシブル回路基板１６１を折
り返すことで、発光素子設置部１６９を作動体１９０の上面に配置したので、押圧スイッ
チ１７１と発光素子１７３とを１枚の第１フレキシブル回路基板１６１上に形成できると
共に、この第１フレキシブル回路基板１６１を折り返すだけで作動体１９０の上下に両者
を配置でき、部品点数の削減が図れるばかりが、組立も容易になる。
【００４２】
　また第１フレキシブル回路基板１６１は上述のように、スイッチ形成部１６７が第１ケ
ース１５０の作動体収納部１５３の内底面にインサート成形され、その際第１ケース１５
０の作動体収納部１５３の外周側壁に設けた切欠き部１５７を通して第１ケース１５０の
外部に突出する発光素子設置部１６９は、作動体収納部１５３内に折り返されて作動体１
９０上に配置される。このようにスイッチ形成部１６７を第１ケース１５０の作動体収納
部１５３の内底面にインサート成形して固定すると同時に、発光素子設置部１６９を第１
ケース１５０の外部に突出させたので、第１フレキシブル回路基板１６１を平面状の状態
としたままインサート成形ができ、その成形が容易に行えるようになる。また第１ケース
１５０の外周側面に切欠き部１５７を設けたので、第１ケース１５０の外部に突出する発
光素子設置部１６９を作動体収納部１５３内に折り返すことが容易に行え、組立作業性も
良くなる。
【００４３】
　図１０は本発明の他の実施形態にかかる照明機能付き押圧兼回転式電子部品（以下単に
「電子部品」という）１－２の斜視図、図１１はその断面図（図１０のＢ－Ｂ断面図）、
図１２は分解斜視図、図１３はシャフト５０－２を下側から見た斜視図、図１４はケース
１５０－２を別の角度から見た斜視図である。
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【００４４】
　図１１，図１２に示すように電子部品１－２は、導光部材２３０－２と発光素子１７３
－２と作動体１９０－２とを一体化（ユニット化）してなる組立体２４０－２と、押圧部
材２８０－２とを収納したケース（以下「第１ケース」という）１５０－２の上に、回転
式電子部品用の摺接パターン１２７－２を設けたケース（以下「第２ケース」という）１
１０－２と、摺動子９０－２を取り付けた回転体７０－２と、シャフト５０－２と、クリ
ックバネ３０－２と、カバー１０－２とを設置して構成されている。なお第１ケース１５
０－２内には、押圧スイッチ１７１－２が設置されている。
【００４５】
　カバー１０－２は、金属板を略矩形状に形成した上面部１１－２と、上面部１１－２の
対向する一対の外周側辺から下方に折り曲げられた一対の側壁部１３－２とを具備して構
成されている。上面部１１－２の中央には、上方向に突出する筒状の軸支部１５－２が設
けられている。軸支部１５－２の内径寸法は下記するシャフト５０－２の外径寸法と略同
一である。上面部１１－２の４つの角部近傍には、小孔からなる係止部１７－２（図では
３つのみ示す）が形成されている。一方、側壁部１３－２の下端辺中央からは、他の部材
（例えば主回路基板）への取付用の舌片状の取付部２１－２が突設されている。また側壁
部１３－２の下端辺の前記取付部２１－２の両側からは舌片状の係止部２３－２が突設さ
れている。
【００４６】
　クリックバネ３０－２は、弾性金属板を略矩形リング状に形成してなる取付部３１－２
と、前記取付部３１－２の中央の開口内に配置される半円弧状の一対のアーム部３５－２
と、一方のアーム部３５－２の中央に下方向に突出するように屈曲して設けられる弾接部
３７－２と、を具備して構成されている。両アーム部３５－２の両端は、取付部３１－２
の開口の内周辺の１８０°対向する位置に接続されており、これら両端部分を下方に折り
曲げることで両アーム部３５－２は下方に傾斜している。両アーム部３５－２全体として
は円形に形成されている。また取付部３１－２の２つの角部（前記カバー１０－２の２つ
の係止部１７－２に対向する位置）には、係止部１７－２と同一内径の挿通部３９－２が
形成されている。
【００４７】
　シャフト５０－２は透明又は半透明な合成樹脂の成形品であり、図１３及び図１０～図
１２に示すように、略円形の柱状に形成されている。即ち、柱状のシャフト５０－２の材
質自体を透明又は半透明とすることで、シャフト５０－２全体を透光部としている。シャ
フト５０－２の下部外周にはつば部５３－２が設けられている。シャフト５０－２の下端
面中央からは小突起状（略円柱状）の押圧基部５５－２が突出し、またシャフト５０－２
の下端面の押圧基部５５－２を挟んだ左右両側には小穴からなる一対のガイド部挿通部５
７－２，５７－２が形成されている。押圧基部５５－２の下面は押圧部６２－２となって
いる。
【００４８】
　回転体７０－２は合成樹脂の成形品であり、図１１，図１２に示すように、略円形の板
状に形成されている。中央には前記シャフト５０－２の押圧基部５５－２を挿通する円形
の挿通部７１－２が形成されている。また挿通部７１－２の両側には、上方向に突出して
、それぞれ前記ガイド部挿通部５７－２に上下動自在にがたつきなく係合する円柱状のガ
イド部７３－２が設けられている。回転体７０－２の上面の周囲近傍には、多数の凹凸か
らなる円弧状のクリック弾接部７５－２が設けられている。回転体７０－２の下面は、図
１１に示すように、リング形状の摺動子取付面７７－２となっており、この摺動子取付面
７７－２には３本の図示しない小突起からなる摺動子取付部が形成されている。これら摺
動子取付部は、下記する摺動子９０－２の各取付部９７－２に対向する位置に設けられて
いる。摺動子取付面７７－２の中央には、下方向に階段状に突出する筒状の軸部８１－２
が設けられている。軸部８１－２の下端側部分の外径寸法は下記する第２ケース１１０－
２の回転体軸支部１１５－２にがたつきなく回転自在に挿入される外径寸法となっている



(11) JP 2018-139228 A 2018.9.6

10

20

30

40

50

。
【００４９】
　摺動子９０－２は、弾性金属板をリング状に形成して構成されており、等間隔に設けた
３つの基部９１－２から、それぞれ摺動子９０－２の外周に沿うように、円弧状に摺動冊
子９３－２を突出している。各摺動冊子９３－２の先端近傍には接点部９５－２が形成さ
れている。一方、基部９１－２には前記回転体７０－２に設けた各摺動子取付部を挿入す
る小穴からなる取付部９７－２が形成されている。
【００５０】
　第２ケース１１０－２は、合成樹脂製の第２ケース本体１１１－２内に、回転式電子部
品用の第２回路基板（以下「第２フレキシブル回路基板」という）１２１－２と複数本（
３本）の端子１３１－２とをインサート成形によって一体化して構成されている。第２フ
レキシブル回路基板１２１－２は、可撓性を有する合成樹脂フィルム１２３－２の中央に
円形の貫通孔からなる挿通部１２５－２を設け、またその上面の挿通部１２５－２の周囲
にこれを囲むように略リング状の摺接パターン（この例では同心円状に２トラック）１２
７－２を設けて構成されている。摺接パターン１２７－２からは図示しない引出パターン
が第２フレキシブル回路基板１２１－２の１外周辺に引き出され、それらの上にそれぞれ
端子１３１－２の一端が当接されている。端子１３１－２は、細長平板状の金属板で構成
され、第２ケース本体１１１－２から外部に突出した位置で下方向に屈曲している。
【００５１】
　第２ケース本体１１１－２は矩形状であって、上面中央に円形の凹部からなる収納部１
１３－２を設けて構成されている。収納部１１３－２は前記回転体７０－２と摺動子９０
－２を収納する寸法に形成されており、収納部１１３－２の底面には前記第２フレキシブ
ル回路基板１２１－２の摺接パターン１２７－２が露出している。収納部１１３－２の底
面中央には、円形の貫通孔からなる回転体軸支部１１５－２が形成されている。回転体軸
支部１１５－２は前記第２フレキシブル回路基板１２１－２の挿通部１２５－２と略同一
の内径寸法を有し、前記回転体７０－２の軸部８１－２（その下側部分）をがたつきなく
回転自在に挿入する寸法に形成されている。また第２フレキシブル回路基板１２１－２と
端子１３１－２とを接合した部分の上下は第２ケース本体１１１－２が挟持することで固
定されている。第２ケース本体１１１－２の外周側壁の上面の隣接する一対の角部近傍に
は、小突起状のケース係止部１１７－２が設けられている。また図示はしないが、第２ケ
ース本体１１１－２の下面の下記する第１ケース１５０－２の一対のケース係止部１５９
－２に対向する位置には、これらを係合する凹部からなる係合部が設けられている。
【００５２】
　図１４は第１ケース１５０－２を別の角度から見た斜視図である。同図及び図１１，図
１２に示すように、第１ケース１５０－２は、合成樹脂製の第１ケース本体１５１－２内
に、フレキシブル回路基板からなる押圧スイッチ設置用回路基板１６７－２と、金属板か
らなる端子１８１－２とをインサート成形によって一体化して構成されている。このとき
端子１８１－２は、その一端が第１ケース１５０－２の外部に突出し、他端が第１ケース
１５０－２の下記する作動体収納部１５３－２の底面に露出している。
【００５３】
　押圧スイッチ設置用回路基板１６７－２は、可撓性を有する略矩形状の合成樹脂フィル
ム１６３－２の上面の略中央部分に押圧スイッチ１７１－２を設置して構成されている。
押圧スイッチ１７１－２は、押圧スイッチ設置用回路基板１６７－２上に形成した図示し
ない一対の接点パターン上に反転板（この例では可動接点板）１７１ａ－２を取り付けて
構成され、各接点パターンからは押圧スイッチ設置用回路基板１６７－２の端子１８１－
２を接続する辺まで図示しない端子接続パターン（２つ）を引き出している。
【００５４】
　第１ケース本体１５１－２は矩形状であって、上面中央に矩形状の凹部からなる作動体
収納部１５３－２を設けて構成されている。作動体収納部１５３－２は組立体２４０－２
及び押圧部材２８０－２を収納する寸法に形成されており、底面には前記押圧スイッチ設
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置用回路基板１６７－２が露出している。押圧スイッチ設置用回路基板１６７－２と端子
１８１－２とを接合した部分はその上下が第１ケース本体１５１－２によって挟持される
ことで固定されている。その際、５本ある端子１８１－２の内、２本の端子１８１－２の
一端部の下面には、押圧スイッチ設置用回路基板１６７－２の前記図示しない端子接続パ
ターンが当接接続されている。また図１４に示すように、各端子１８１－２の第１ケース
本体１５１－２内に埋設された側の一端部の上面は、作動体収納部１５３－２の底面上に
露出した露出面１８３－２となっている。また第１ケース本体１５１－２の前記端子１８
１－２を露出させていない対向する外周側壁の内側面には、下記する組立体２４０－２（
導光部材２３０－２）のガイド部２３９－２を上下動自在にガイドする凹状の一対ずつの
ガイド部１５５－２と、下記する押圧部材２８０－２の両端を上下動自在にガイドする一
対のガイド部１５７－２とが上下方向に向かって形成されている。また第１ケース本体１
５１－２の外周側壁の上面の対向する一対の角部近傍には、小突起状のケース係止部１５
９－２が設けられ、また第１ケース本体１５１－２の前記ガイド部１５５－２を設けた側
の外側面には、前記カバー１０－２の取付部２１－２と係止部２３－２の間に挿入される
係止突部１５８－２が設けられている。
【００５５】
　図１５は組立体２４０－２の分解斜視図、図１６は組立体２４０－２を下面側から見た
分解斜視図である。両図に示すように組立体２４０－２は、発光素子１７３－２を取り付
けた発光素子設置用回路基板２５０－２の上下を、導光部材２３０－２と作動体１９０－
２とによって挟持して一体化（ユニット化）して構成されている。
【００５６】
　同図に示すように発光素子設置用回路基板２５０－２は、可撓性を有する略矩形状の合
成樹脂フィルム２５１－２の上面中央に発光素子１７３－２を設置して構成されている。
発光素子１７３－２の図示しない各端子部は、発光素子設置用回路基板２５０－２の上面
に形成された図示しない回路パターンに接続され、この回路パターンはスルーホールによ
って発光素子設置用回路基板２５０－２の下面側に引き出され、発光素子設置用回路基板
２５０－２の下面の１辺に設けた４つの端子接続パターン２５３－２に接続されている。
また発光素子設置用回路基板２５０－２の前記端子接続パターン２５３－２を設けた外周
辺以外の対向する一対の外周辺の略中央には、凹状の挿通部２５５－２が形成されている
。また発光素子設置用回路基板２５０－２の発光素子１７３－２を設置した部分と端子接
続パターン２５３－２を設けた部分の間には、複数個（４つ）の小孔からなる折り曲げ容
易部２５７－２が直線状に設けられている。なお、図では発光素子設置用回路基板２５０
－２が屈曲した状態で示されているが、これは最終的に組み立てられたときの状態を示し
ており、組み立てられる前は全体が平面状になっている。
【００５７】
　導光部材２３０－２は透明又は半透明な合成樹脂の成形品であり、全体として略矩形状
に形成され、中央には上部が円形の導光部２３１－２が設けられている。即ち、導光部材
２３０－２の材質自体を透明又は半透明とすることで、導光部材２３０－２全体を透光性
を有する透光部としている。導光部２３１－２の下面には、前記発光素子１７３－２を収
納する素子収納部２３３－２が設けられている。導光部２３１－２の左右両側には、スリ
ット状の貫通孔からなる一対の係止部挿通部２３５－２が形成されている。また各係止部
挿通部２３５－２の導光部２３１－２側の内側面中央には、爪状の係止片２３７－２が設
けられている。導光部材２３０－２の外周側面の４つの角部には、それぞれ長手方向に延
びる小突起状のガイド部２３９－２が設けられている。
【００５８】
　作動体１９０－２は金属板を略矩形状に形成して構成されており、その中央には、下方
向に円錐台形状に突出するように加工された押圧部２０３－２が設けられている。作動体
１９０－２の対向する一対の外周辺には、舌片状に突出する一対の係合基部２０７－２が
設けられている。これら係合基部２０７－２中には、略矩形状の小孔からなる係合部２０
９－２が設けられ、係合部２０９－２の中央付近で係合基部２０７－２は上方向に略垂直
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に折り曲げられている。
【００５９】
　そして、発光素子１７３－２を取り付けた発光素子設置用回路基板２５０－２の上下を
挟持するように、導光部材２３０－２と作動体１９０－２とを設置し、その際、作動体１
９０－２の各係合基部２０７－２を、発光素子設置用回路基板２５０－２の挿通部２５５
－２を通して、導光部材２３０－２の各係止部挿通部２３５－２に挿入する。このとき、
導光部材２３０－２の各係止片２３７－２が作動体１９０－２の各係合部２０９－２にス
ナップイン方式で係合される。またこのとき、導光部材２３０－２の素子収納部２３３－
２内に発光素子１７３－２が収納される。これによって、発光素子１７３－２と発光素子
設置用回路基板２５０－２と作動体１９０－２と導光部材２３０－２とを一体化した組立
体２４０－２が完成する。
【００６０】
　図１２に戻って、押圧部材２８０－２は、ゴム等の弾性部材を細長の略矩形棒状に形成
して構成されており、その上下の面には、複数（５つ）一列に突出する押圧部２８１－２
が設けられている。各押圧部２８１－２は、前記第１ケース１５０－２の各端子１８１－
２の露出面１８３－２に対向する位置に設けられている。
【００６１】
　次に電子部品１－２の組立方法を説明する。まず回転体７０－２の摺動子取付面７７－
２に摺動子９０－２を設置し、その際回転体７０－２の図示しない各摺動子取付部を摺動
子９０－２の各取付部９７－２に挿入し、各摺動子取付部の先端を熱カシメすることで回
転体７０－２に摺動子９０－２を固定しておく。
【００６２】
　また第１ケース１５０－２の作動体収納部１５３－２内に、組立体２４０－２を挿入す
る。その際、導光部材２３０－２の各ガイド部２３９－２を第１ケース１５０－２の各ガ
イド部１５５－２に挿入する。このとき、導光部材２３０－２から突出する発光素子設置
用回路基板２５０－２下面の各端子接続パターン２５３－２（４つ）は、第１ケース１５
０－２の作動体収納部１５３－２の底面に露出した各端子１８１－２（５つの内の４つ）
の露出面１８３－２に当接する。次に、第１ケース１５０－２の作動体収納部１５３－２
内に、押圧部材２８０－２を挿入する。その際、押圧部材２８０－２の左右両端を第１ケ
ース１５０－２の一対のガイド部１５７－２に挿入する。これによって、発光素子設置用
回路基板２５０－２の端子接続パターン２５３－２を設けた反対側の面（上面）が、押圧
部材２８０－２の各押圧部２８１－２によって押圧され、前記各端子１８１－２と端子接
続パターン２５３－２間の電気的接続を確実にする。
【００６３】
　そして、カバー１０－２の上面部１１－２の下面にクリックバネ３０－２を配置し、次
にカバー１０－２の下面側からその軸支部１５－２内にシャフト５０－２を挿入する。次
にシャフト５０－２の下側に摺動子９０－２を取り付けた回転体７０－２を配置し、その
際、回転体７０－２の挿通部７１－２にシャフト５０－２の押圧基部５５－２を挿通し、
同時に回転体７０－２の一対のガイド部７３－２をシャフト５０－２の一対のガイド部挿
通部５７－２に挿入する。このときクリックバネ３０－２の弾接部３７－２が回転体７０
－２のクリック弾接部７５－２に弾接する。
【００６４】
　次に回転体７０－２等の下側に第２ケース１１０－２を配置して摺動子９０－２と回転
体７０－２を第２ケース１１０－２の収納部１１３－２内に収納する。このとき回転体７
０－２の軸部８１－２が第２ケース１１０－２の回転体軸支部１１５－２内に挿入されて
軸支され、同時に摺動子９０－２の接点部９５－２が第２フレキシブル回路基板１２１－
２の摺接パターン１２７－２上に弾接する。また第２ケース１１０－２の一対のケース係
止部１１７－２が、カバー１０－２の係止部１７－２とクリッバネ３０－２の挿通部３９
－２に挿入されて位置決めされ、同時にカバー１０－２の両側壁部１３－２，１３－２の
間に第２ケース１１０－２が挿入される。
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【００６５】
　次に第２ケース１１０－２の下側に前記組立体２４０－２と押圧部材２８０－２を収納
した第１ケース１５０－２を配置し、その際第１ケース１５０－２の外側面側に位置する
カバー１０－２の各係止部２３－２の先端側部分を、図１０に示すように第１ケース１５
０－２の外側面に設けた係止突部１５８－２の下面側に折り曲げて、第２ケース１１０－
２と第１ケース１５０－２をカバー１０－２と一体化する。これによって電子部品１－２
が完成する。このとき図１１に示すように、回転体７０－２を上下動自在に貫通したシャ
フト５０－２の押圧部６２－２は導光部材２３０－２の導光部２３１－２の上面中央に当
接し、また発光素子１７３－２は導光部材２３０－２の素子収納部２３３－２内に位置し
、作動体１９０－２の押圧部２０３－２は押圧スイッチ１７１－２の上面中央に当接して
いる。また押圧部材２８０－２は上側の各押圧部２８１－２が第２ケース１１０－２の下
面によって押圧されることで、下側の各押圧部２８１－２が発光素子設置用回路基板２５
０－２の端子接続パターン２５３－２をその裏面側（上面側）から押圧し、端子接続パタ
ーン２５３－２と端子１８１－２間の電気的接続をさらに確実にしている。なお上記組立
手順はその一例であり、他の各種異なる組立手順を用いて組み立てても良いことはいうま
でもない。
【００６６】
　そしてシャフト５０－２を回転すれば、これと一体に回転体７０－２及び摺動子９０－
２が回転し、摺動子９０－２の接点部９５－２が摺接パターン１２７－２上を摺動するこ
とで各端子１３１－２間のオンオフ出力が変化する。
【００６７】
　一方シャフト５０－２をその回転軸方向（下方向）に押圧すれば、回転体７０－２に対
してシャフト５０－２のみが下降し、その押圧部６２－２が導光部材２３０－２を介して
作動体１９０－２を押圧してこれを下降させ、作動体１９０－２の押圧部２０３－２が押
圧スイッチ１７１－２の反転板１７１ａ－２を押圧してこれを反転し、押圧スイッチ１７
１－２をオンする。前記シャフト５０－２への押圧を解除すれば、反転板１７１ａ－２の
弾性復帰力によって、反転板１７１ａ－２は元の形状に自動復帰し、同時に押圧スイッチ
１７０－２はオフし、シャフト５０－２は元の上昇位置に戻る。
【００６８】
　発光素子１７３－２を発光すると、その光はその真上及びその周囲を覆っている透明な
導光部材２３０－２内に導入された後に、シャフト５０－２の押圧部６２－２からシャフ
ト５０－２内に導入され、シャフト５０－２の上部に向かって放射され、シャフト５０－
２の上部を明るく照らし出す。
【００６９】
　電子部品１－２においても、上述のように、回転体７０－２を上下動自在に貫通するシ
ャフト５０－２によってこの回転体７０－２を回転するので、シャフト５０－２による回
転式電子部品の回転操作をスムーズに行うことができる。同時にシャフト５０－２の下方
（この例の場合は真下）に作動体１９０－２を介して押圧スイッチ１７１－２を設置した
ので、シャフト５０－２の押圧による押圧式電子部品の押圧操作もスムーズに行うことが
できる。
【００７０】
　さらに作動体１９０－２上のシャフト５０－２の真下に導光部材２３０－２を介して発
光素子１７３を設置したので、発光素子１７３－２によるシャフト５０－２の効果的な照
明を行うことができる。即ち、導光部材２３０－２を設けることで、発光素子１７３－２
が発光した光を、確実にシャフト５０－２側に導くことができる。また導光部材２３０－
２に設けた素子収納部２３３－２内に発光素子１７３－２を収納したので、シャフト５０
－２による押圧スイッチ１７１－２の押圧によって発光素子１７３－２が破壊されること
はなく、同時に高さ方向の小型化も図ることができる。また発光素子１７３－２と押圧ス
イッチ１７１－２は上下に配置されるので、発光素子１７３－２を設置してもこの発光素
子１７３－２によって押圧スイッチ１７１－２の設置スペースが制限されることはない。
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従って押圧スイッチ１７１－２に反転板１７１ａ－２を用いても、この反転板１７１ａ－
２は従来と同等の大きさのもの等を容易に使用できる。このためシャフト５０－２の押圧
動作ストロークや押圧力の変更が容易に行える。
【００７１】
　また電子部品１－２は、作動体１９０－２及び導光部材２３０－２を収納する作動体収
納部１５３－２を有する第１ケース１５０－２を具備し、この作動体収納部１５３－２の
底面に押圧スイッチ１７１－２を設置するので、第１ケース１５０－２内に押圧スイッチ
１７１－２と作動体１９０－２と導光部材２３０－２とをコンパクトに収納することがで
きる。
【００７２】
　また導光部材２３０－２は、その素子収納部２３３－２内に発光素子１７３－２を収納
した状態で、作動体１９０－２に取り付けられているので、これら各部材を一体化（ユニ
ット化）した組立体２４０－２とすることができ、この電子部品１－２の組み立てをより
容易に行うことができる。
【００７３】
　またこの電子部品１－２では、発光素子設置用回路基板２５０－２の端子接続パターン
２５３－２を、直接、端子１８１－２の露出面１８３－２に接続して導通させたので、簡
単な構造で確実に、発光素子１７３－２と端子１８１－２間を導通させることができる。
【００７４】
　またこの電子部品１－２では、発光素子設置用回路基板２５０－２と、押圧スイッチ設
置用回路基板１６７－２をそれぞれ個別の回路基板として構成し、それぞれの端子接続パ
ターンを個別に端子１８１－２に当接・接続させる構成なので、発光素子１７３－２から
引き出した回路パターン及び端子接続パターン２５３－２と、押圧スイッチ１７１－２か
ら引き出した回路パターン及び端子接続パターンとを、お互いに制限されることなく、容
易にそれぞれの回路基板に形成することができる。
【００７５】
　また組立体２４０－２は、導光部材２３０－２に設けたガイド部２３９－２を、第１ケ
ース１５０－２に設けたガイド部１５５－２に上下動自在に係合させているので、組立体
２４０－２、即ち作動体１９０－２の上下動は安定し、シャフト５０－２による押圧スイ
ッチ１７１－２のオンオフ動作をよりスムーズに確実に行わせることができる。また組立
体２４０－２に一体に発光素子１７３－２を取り付けるので、発光素子１７３－２の安定
した保持が行える。
【００７６】
　図１７は本発明のさらに他の実施形態にかかる照明機能付き押圧兼回転式電子部品（以
下単に「電子部品」という）１－３の断面図（図１１と同一部分での断面図）である。同
図に示す電子部品１－３において、前記図１０～図１６に示す電子部品１－２と同一又は
相当部分には同一符号を付す（但し、各符号には添え字「－３」を付す）。この電子部品
１－３において、前記電子部品１－２と相違する部分は、組立体２４０－３中の発光素子
設置用回路基板２５０－３の構造のみである。従って発光素子設置用回路基板２５０－３
以外の事項については、前記図１０～図１６に示す実施形態と同じなので、それらの説明
は省略する。
【００７７】
　図１８は組立体２４０－３の斜視図、図１９は組立体２４０－３の分解斜視図、図２０
は組立体２４０－３を下面側から見た分解斜視図である。これらの図に示す組立体２４０
－３も、発光素子１７３－３を取り付けた発光素子設置用回路基板２５０－３の上下を、
導光部材２３０－３と作動体１９０－３とによって挟持して一体化（ユニット化）して構
成されている。
【００７８】
　これらの図に示すように発光素子設置用回路基板２５０－３は、可撓性を有する略矩形
状の合成樹脂フィルム２５１－３の約半分の部分を発光素子設置部２６０－３、残りの部
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分を端子パターン形成部２７０－３としており、両者は折り曲げ部２７５－３の部分で１
８０°折り返されている。そして発光素子設置部２６０－３の一方の面の中央に発光素子
１７３－３を設置している。そして発光素子１７３－３の図示しない各端子部は、発光素
子設置部２６０－３の発光素子１７３－３を取り付けた面に形成された図示しない回路パ
ターンに接続され、この回路パターンは折り曲げ部２７５－３を介して端子パターン形成
部２７０－３側に引き出され、端子パターン形成部２７０－３の１辺に設けた４つの端子
接続パターン２５３－３に接続されている。つまりこの発光素子設置用回路基板２５０－
３の場合、各種回路パターンは、発光素子設置用回路基板２５０－３の一方の面側にのみ
に形成すれば良く、スルーホール等を形成する必要はない。
【００７９】
　また発光素子設置部２６０－３の対向する一対の外周辺の略中央には、凹状の挿通部２
５５－３が形成されている。また端子パターン形成部２７０－３の略中央には、作動体１
９０－３の押圧部２０３－３を挿通する円形の開口からなる押圧部挿通部２７１－３が形
成されている。なお、図では折り曲げ部２７５－３の部分を屈曲して発光素子設置部２６
０－３と端子パターン形成部２７０－３とを上下に配置した状態を示しているが、これは
最終的に組み立てられたときの状態を示しており、組み立てられる前は全体が平面状にな
っている。
【００８０】
　そして、発光素子１７３－３を取り付けた発光素子設置部２６０－３の上下を挟持する
ように、導光部材２３０－３と作動体１９０－３とを設置し、その際、作動体１９０－３
の各係合基部２０７－３を、発光素子設置部２６０－３の挿通部２５５－３を通して、導
光部材２３０－３の各係止部挿通部２３５－３に挿入し、導光部材２３０－３の各係止片
２３７－３を作動体１９０－３の各係合部２０９－３をスナップイン方式で係合する。こ
のとき、導光部材２３０－３の素子収納部２３３－３内に発光素子１７３－３が収納され
る。これによって図１８に示すような、発光素子１７３－３と発光素子設置用回路基板２
５０－３と作動体１９０－３と導光部材２３０－３とを一体化した組立体２４０－３が完
成する。
【００８１】
　電子部品１－３の組立方法及び動作は、前記電子部品１－２の組立方法及び動作と同一
なので、その説明を省略する。この電子部品１－３においても、前記電子部品１－２にお
いて説明した作用効果と同様の作用効果を生じる。
【００８２】
　以上本発明の実施形態を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく
、特許請求の範囲、及び明細書と図面に記載された技術的思想の範囲内において種々の変
形が可能である。なお直接明細書及び図面に記載がない何れの形状や構造や材質であって
も、本願発明の作用・効果を奏する以上、本願発明の技術的思想の範囲内である。例えば
、上記電子部品１（１－２，１－３）では検出手段として摺動子９０と摺接パターン１２
７を用いたが、回転体７０の回転に応じて検出出力（電気的、磁気的、光学的検出出力）
を変化する検出手段であれば、他の各種構成であっても良い。
【００８３】
　また上記電子部品１（１－２，１－３）では、シャフト５０の材質を透明又は半透明と
することで透光部を構成したが、例えばシャフト５０の中央に上下に貫通する貫通孔を設
け、この貫通孔を透光部としても良い。貫通孔は必ずしも上下に貫通する構造に限定され
ず、側面に開口するように形成しても良い。またシャフト５０を二材成形し、一方の材質
を透明又は半透明とすることで透光部を構成する等しても良い。
【００８４】
　また上記電子部品１（１－２，１－３）では、押圧スイッチ１７１を、１枚の回路基板
上に形成した一対のスイッチ接点上に反転板１７１ａ取り付けることで構成したが、その
代りに、２枚の合成樹脂フィルムを重ね合わせて両合成樹脂フィルムに設けた一対の接点
パターンを隙間を介して対向させ、一方の合成樹脂フィルムに設けた接点パターンの裏面
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側に反転板を設置すること（但し反転板は必ずしも設置しなくても良い）で構成されるい
わゆるメンブレンスイッチで押圧スイッチを構成しても良い。また上記電子部品１（１－
２，１－３）では、第１回路基板１６１（又は押圧スイッチ設置用回路基板１６７－２，
１６７－３）と第２回路基板１２１（１２１－２，１２１－３）とをフレキシブル回路基
板で構成したが、場合によってはこれらを硬質回路基板で構成しても良い。さらに発光素
子設置用回路基板２５０－２を硬質回路基板で構成しても良い。
【符号の説明】
【００８５】
　　１，１－２，１－３　電子部品（照明機能付き押圧兼回転式電子部品）
　　１０，１０－２，１０－３　カバー
　　３０，３０－２，３０－３　クリックバネ
　　５０，５０－２，５０－３　シャフト
　　６１　素子収納部
　　６２，６２－２，６２－３　押圧部
　　７０，７０－２，７０－３　回転体
　　９０，９０－２，９０－３　摺動子（検出手段）
　　１１０，１１０－２，１１０－３　第２ケース（ケース）
　　１１１，１１１－２，１１１－３　第２ケース本体
　　１２１，１２１－２，１２１－３　第２フレキシブル回路基板（第２回路基板）
　　１２７，１２７－２，１２７－３　摺接パターン（検出手段）
　　１５０，１５０－２，１５０－３　第１ケース（ケース）
　　１５１，１５１－２，１５１－３　第１ケース本体
　　１５３，１５３－２，１５３－３　作動体収納部
　　１６１　第１フレキシブル回路基板（第１回路基板）
　　１６５　連結部
　　１６７　スイッチ形成部
　　１６９　発光素子設置部
　　１７１，１７１－２，１７１－３　押圧スイッチ
　　１７３，１７３－２，１７３－３　発光素子
　　１８１－２，１８１－３　端子
　　１８３－２，１８３－３　露出面
　　１９０，１９０－２，１９０－３　作動体
　　１９１　基部
　　１９３　ヒンジ部
　　１９５　作動体本体部
　　２０３，２０３－２，２０３－３　押圧部
　　２２０　覆い部材
　　２３０－２，２３０－３　導光部材（他の部材）
　　２３３－２，２３３－３　素子収納部
　　２４０－２，２４０－３　組立体
　　１６７－２，１６７－３　押圧スイッチ設置用回路基板
　　２５０－２，２５０－３　発光素子設置用回路基板
　　２５３－２，２５３－３　端子接続パターン
　　２８０－２，２８０－３　押圧部材
　　２６０－３　発光素子設置部
　　２７０－３　端子パターン形成部
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